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取巧説明書 


保証書別添付 


石油 フアン ヒーター 
品 S AKF-X53 已 N 


〔強制通気お開放式石油ストーブ〕 


このたびは、お買い上げいただを、まことにありがとラござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明書と保証書をよくお 
読みのうえ、ご家族全員で安全に正しくお使いください。 
お読みになった後、 r 保証書」とともに大切に保管し、必要 
なときにお役立てください。 

保証書は r お買い上げ日-販売店名」などの記入を必ず確か 
め、販売店か5お受け取りください。 
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特にま意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人への危害•物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよラ 
に説明しています。 

■表お内容を無おして誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の慢度を、なの表示で区分し、説明して 
いまず。 


A を巧 


この表示の柳ま、 r 人が死 t または重傷を負うちお、または义巧の危険が 
切迫して生じることが想定される J 巧容でず。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 人び死亡または重傷などを負う可能性、または乂災の 
可能性が想定される」内容でず。 


A 注意 


この表示の側ま、 r 人び傷害を負う可能性や物的損害の発生が損定される」 
内容でず。 


■お守りいただく巧容の種類を、巧の給表示で区分し、説明していまず。 


この給表示は、してはいけない「禁止」内容です。 


〇處爲 


この給表示は、必ず実行していただく「指示」巧容でず。 


A を巧 (DANG 的 


■ガソリン厳禁 



KEROSENE ONLY 
ガソリン厳禁 

►ガソリン、混合油（農機具 
用）など揮発性の高い油は 
絶対に使用しないで<だ 
さい。 

火災の原因になりまず。 

巧油 （ J に1号好油）を使 
用して < ださい。 


A 警告 【 WARNING) 


ご使用中 


■換気必要 



• 換気だずに使用しつづけないで 
ください。酸素び不足すると、 
不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生して中毒になるおそれが 
あります。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などの 
かたは、体調不良になるおそれが 
ありまず。 

窓の凍結や地下室など換気げ十 
分に巧えない場所では、使用し 
ないで < ださい。 


■スプレー宙厳禁 

0 



■寝るとき消义 

〇 


>殺虫剤などのスプレー伍を 
温風のあたるところに絶対 
に放置しないでください。 
熱でスフレー化の圧力が上 
がり、爆発し、危険です。 



参寝るときや外出するときは、 
必ず消义してください。 
予想しない事故が発生する 
おそれがあります。 


A 警告 【 WARNING) 


ご使用中 


■温風吹出□をふさびない 


■可燃性ガス使用厳禁 


0 



♦衣類、紙などで温風吹出口や前 
画ガード、空気取入□をふさが 
ないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や乂災の原因になります。 


0 


■電源コード-電源プラグを傷めない 

0 固 

/曲げる、ねじる、引っ張るなど無理な力を加え\ 
たり、高遍部におづけたり、重い物を粟せたり、 
ホねたまま使用しないで < ださし、。 

また、電源プラグを}ぶくときはコードを持って 
\引を巧かないで < ださい。 / 

•傷んだまま使用すると、乂災ゃ感輩の原因 
になります。 

•コードやプラグの修埋は、販売店にご相談 
くださし、。 


•フアンヒーターを使用してい 
る部屋で、可燃性ガスび発生 
するもの（ベンジン、シンナ 
一）や、スプレーを使用しな 
いで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 


■めれた手で電源ブラグの抜き差し 
はしない 





めれ手禁止 


置た^ 


I 感聖の原因になります。 


■コンセントや配線器具の定格を超 
える使い方や、交流1日 0 V むがで 
の使用はしない 


■電源プラグのお手入れをずる 


0 



〇 


•たこ足酉日線等で、定格を超えると、発熱に 
よる乂がの原因になります。 


•とさどを、プラグを抜をほこ 
D 等を乾いた巧でみをとって 
<ださい。 

• プラグにほこり等げたまると、 
湿気等で總禱不良となり、乂 
がの原因になります。 




■電源ブラグは確実に差し込む 


〇 



■デジタル表示部に 「 H 83」 と表示 
した5、使用しない 


0 


• プラグはコンセントに根元まで差し込んで 
<ださい D 

また、傷んだプラグ*ゆるんだコンセント 
は使用しないでください。 

•差し込みび不完全ですと、感壁や発熱によ 
る火災の原因になります。 


•異常燃焼し、乂災の原因にな 
ります。 

•販売店へご連絡ください。 


' 丽、 












■居室内給油 
禁止-給油 
時乂気禁止 

0 



♦給油は必ず居室 
がの火の気のな 
いところでつ 
て < ださい。 
乂災のおそれび 
あります。 


■油漏れ確認 


〇 


♦給油ロロ金は正しく、確実に 
締めてくださし、。 

• 口金を斜めに締めたりずると、 
簡単に口金ががれて、火災の 
おそれがあります。 

«給油ロロ金を下にして、油焉れ 
びないことを確かめて<ださい。 


■給油時消乂 


〇 



♦給油は必ず消火 
してか!5行って 
くだごい。 
乂災のおそれが 
ありまず。 


■可燃物か5離ず 


〇 


■高地(標高1500 m 
拾上)使用禁止 


—cm が上 - 


0 


使用ずる場所 


給油 




■スプレーや化学薬品を 
使用する場所で使わな 
い（理•美容院、クリー 
ニング店、メツキ、塗装、 
脱脂、洗を工場など） 

0 


フ□ンガスや塩素系溶剤は有毒な 
ガスの発生により、健康を害する 
ことになります。また、鏡やガラ 
スなどを傷め、金属がさびたり、 
繊維製品の変色、損傷、器具の故 
障の原因になることがあります。 



•水平でない場所、不安定な場所 
• 不安定な物を棄せた棚などの下 
• 風のあたる場所や部屋の出入□、屋外 
• 可燃性ガスの発生ずる場所•たまる場所 
• 人のいない場所(溫室、飼育室など） 


心主意に AUTI0N) 


油、入は 障おず 
灯油混ど。故るま 
たのびないやなじ 
しがミ油な焼にあ 
越 zrn 巧し燃因が 
ち油、た用常原れ 
持打水し使巽のそ 


A 注意に AUTI0N) 


ご使用中 


■カーテン、可燃物近接禁止 



•カーテンや巧類-ふとんなど燃えやずいもの 
のそばでは使用しないでください。 

乂災のおそれが扳〇ます。 

タイマー予約するときも、可燃物がそばにな 
いか確認してください。 



•ずすの発生、におい、炎の色など異常を感じ 
たときや油漏れがあつたとをは使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 

運車5スイッチを「切」にし、電源プラグを巧 
き、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


■温風吹出口に異物を入れたり、 
放置したりしない 



■高温部に手などふれない 



♦温風吹出□や吹出□巧部に紙、巧、ブラスチ 
ックや、マッチ、ガスライターなどを入れた 
り、放置したりしないでください。 

発火や破裂の原因になりまず。 


♦燃焼中や消乂直後は、温風吹出□に手などふ 
れたり、内部に手を入れたりしないでください。 
やけどのおそれがあ0ます。 



• 低温やけどや脱水唐状になるおそれがあります。 
• 温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなる原因になることがあります。 


r ほ温やけど」について 


•比較的低い温度（40で〜6日む）でも長時間 
皮ふの同じ所が熱せられると、熱い、痛いな 
どの自覚症状がなくてらお温やけどのおそれ 
がありまず。 

•次のような方は特にご注意を！ 

•乳幼児、お年寄り、皮ふの弱いち 
•眠気を誘ラ霉（睡眠薬、かぜ薬など）を服用 
された方 

•深酒する方•疲巧の激しいち 


特におデさまやお年寄りなどのご自分で操作できないちび使用ずるときは、周囲の人が十分注意してください。 










■電源プラグを巧いて 
消乂しない 


A 注意に AUTION) 


ご使用について 

■水をかけたり、 

重いものを乗せない 


■持ち運ぶときは义を 
消して給;由タンクを巧く 


0 ©^ 0 



〇 



>消乂後、送風び止まるまで電源 
プラグを旅かないでくださし、。 
温風空気取入口や天板が高適 
になり、やけどや故障の原因 
となります。また、強いにお 
いがでる原因にな0ます。 


• 水の入った容器や物を上に乗せない 
でください。水が内部に入ると感電 
やが腾の原因になることがあります。 
•本体の上に乗らないでください。 
天板がへこんだり、やけどのお 
それがありまず。 


I フアンヒーターを使用している部屋では 
シリコーンを使わない 注 


• 傾けないよラに静かに運んで 
ください。特に階段などでは 
3 油焉れのおそれびありまず。 

> ♦引っ越し等の運搬時は必ず灯油 
を抜き、傾けたり、横倒しのげ 
態で運搬しないでください。 

■熱におい麻にはマットなどを敷く 


0 


〇 


•本体近くでシリコーン配合の枝毛用コート液‘化粧品.つや出し剤 
などは使用しないでください。燃焼部にシリコーン酸化物び巧着 
し、異常燃焼や点乂ミス、途中消乂の原因になることびありまず。 
トンリコーン配合の商品には下記のようなものがあります。 、 

1ヘアケア商目(ヘア-トリトメント、ム-ス、ち朝]-卜液)、ガラスクリ-ナ-、 I 禍 i 力づックス、僻ぞうきんなど j 


•熱に頭い巧質のホ面は変色、ヒビ 
割れ、そり返りなどが発生ずるこ 
とがあります。また、ほこりやた 
ばこの煙などで変色ずることちあ 
りまず。保護のため熱に強いマツ 
卜などを敷いてください。 


点検-お手入れ-廃棄 


■ほこりの除去 

〇 燃焼-温風空気 
取入ロフィルター 



•燃焼-温風空気取入□フィルタ 
—は、遇1回切上必ず掃除して 
ください。 

ごみ、ほこりなどでフィルター 
がつまると、異常燃焼のおそれ 
があります。 

■保管時は灯油を巧く 


I 廃棄ずるときはな油を抜く ■分解修理 • 改造の禁止 

〇 ® 

分解禁止 

本化を廃棄処分するときは、 •改造して使用しないでください。 
必ず給袖タンク、油愛皿内の • 修理技術者];(がの人は絶対に 
巧油を市販の給油ポンプ等で 分解、修理は行わないでくだ 

抜を取つてください。 さい。 

(0^28 ぺージ） • 故障、破損したら、使用しない 

丹油が入ったまま廃棄ずると でください。異常燃焼や乂災 

U サイクルの際思わめ事故に の原因になることがありまず。 


〇 


I 保管ずるときや長時間使用し 
ないときは、必ず巧油を抜い 
て < ださい。 

([^28 ぺージ） 

傾けてたり、横倒しの状態で 
は保管しないでください。 

油漏れや乂災のおそれがあり 

み9 0 


• 本化を廃棄処分するときは、 
必ず給袖タンク、油愛皿内の 
な油を市販の給油ポンプ等で 
抜を取ってください。 

(賦28ぺージ） 

巧油が入ったまま廃棄ずると 
U サイクルの際思わめ事故に 
なるおそれがあ0まず。 

■お手入れずるとさは 
本体が冷えた後、 

電源プラグを巧いて 
か5行う 

秦 

電源プラグ 
を巧< 

•感電-やけどの原因になるこ 
とびあります。 


■長期間使用しないとき 
は電源プラグをおく 


電源プラグ 
を抜< 

• 乂災や予想しない事故のおそ 
れがあじます。 






※お手入れのときに必要ですの 
で、なくさないよラ保管して 
<ださい。 

※使用しないときは、コードホ 
ルダー塞し込み巧に引っかけ 
ておいてぐださい。 


電源プラグ—— 

コードホルダー 
差し込み穴 

コー ドホルター 
室温センサーー 


娘; 


燃焼-温風空気取入口 
フイルター 

(燃焼-温風空気取入口) 
送風 フアン 




ス ぺ—ヴ— 

フアンヒーターが壁に密着しないように、 
スぺーヴーを図のようにして、お使いください。 
スぺ—ヴ—は取りがさないでください。 


本体をひきずらないでください。 
床面、畳、じゅうたんなどを傷 
つけたり、本体底面の塗装びは 
がれて、さびの原因になること 
があります。 


♦マイナスイオンは森林や 
清など自然界の憩いの場 
所に豊富にを在しまず。 
空気中でマイナスの電気 
を帯びた超微粒子をマイ 
ナスイオンといいます。 


上ぶた 


とつて- 

マイナスイオン発生部- 

燃焼確認窓- 

前板- 

ル—バ— [ 

温風吹出口- 

キャビネッ [ -^ 


執 

—— k 



る部のなまス 

外観図 















る as © なまえとはた s を 

表示部-操作部 

《•図は説明のため全部「点!な•表示」したが態でず 


が J •ニンク 1残独表示 I チャイルド □ ック r 

ポタン ImmsmBmmmmm ^ 


パックライト 


>クリーニング（から 
焼き）のときに使用。 
(厮 26 ぺージ） 

I運乾中3秒間巧すと液 
晶表示部のバックラ 
イトを消灯できまず。 
(0^1 己ぺージ） 


，点な：油切れ消火ま11 

での運転時間；チャイルド□ッ 
のめやすを表 |i クされていると 
示。 IIき表示。 

点滅：給油をお知ら 
せするブザー 
が鳴って いる！ 

とさ。 i 

i (厮 13 ぺージ） ： 


運乾状態を 3 色（オレンジ、緑、赤） 
のバックライトでお知5せしまず。 

厅。歹巧 • 室温が設定温度に達して 
いないとさ 

•時刻合わせ、タイマー合 
わせをしているとを 
^ W !• 室温が設定遍度 1U 上にな 
っているとを 

ホI • 給油タンクの巧油びなく 
なったとき 

•消し忘れ消乂装置が作動 
ずる前 

• タイマー運転で自動消乂 
ずる前 

• 自己診断表示記号を表お 
したとを 


表示部は説明のため、全部表示したものでず。実際の運乾のときは該当部分が表示されまず。 


デジタル表示 1 

•運転スイッチ「入」 

設定温度と室内溫度を表示。 

•運転スイッチ「切」 

現在時刻を表示。 

•タイマー予約時 
•給油タンクが 

設定時刻を表示。（約10秒献 

「空」になったとき 

残りの達歸時間のめやすを 

(かな < とち表示時間が上燃 
焼しまず （^13 ぺージ） 

♦故障•異常時 

\ 

自己診断表示記号を表示。 
(厮22ページ） 

- -ノ 


3時間延長ポタン 
ランプ 


♦運範を継続•延長するとき 
に。 （0^1 6ページ） 

点滅 :消し忘れ消乂装置に 
よる消乂の予告。 
ピピッピピッ 
10秒間 

点灯：自動消乂中。 

♦ 3 秒間巧ずと、チャイルドロック 
になりまず。0^16ぺージ） 


運転スイッチ 
運捉ランプ 


運転開始 (点火)、 
消乂ずるとをに。 
(0^^1己ぺージ） 


点灯 
点滅 
消打 


運転中 
故障•異常時 
停止中 


• マイナスイオンの発生をお知 
5せします。 

(点滅）：点乂時：運転スイッチ 
を 「AJ にし 
てか!5点乂約 
1日秒後まで。 
消乂時：運轟スイッチ 
を reo」 にして 
か!5約3分間。 

偏： m :燃焼中。 


ion 

イオンサイン /"c 


C クトこンの 





時あ合だ 

( 3 巧甲し） 


設定湿度/巧-室内温度/お、ミ忌度/タイマ—調節 


网 HP 

防とぁ雨 so 




チ H ルド日ツクぺ) 
(3 抄巧し） 


I 切/入 


eco ポタン 

ランプ 


- T スピード点乂ポタン 
I ランプ 


• eco 運転に使巧。 
(爾17ぺージ） 

(11^): eco 運転中。 

• 3秒間巧すと時刻 
合わせになりまず。 
(厮14ページ） 


点乂時間を早めたい 
とさに。 

(眠2日ぺージ） 

(12): スピ-ド点 
火をセット 
したとを 


タイマーポタン • 
ランプ 


タイマー予約の開始、取0消 
しに。0^1目、19ぺージ） 

C ^ W ) :タイマー予約. 

タイマー運転中。 
(点滅）.> タイマー運転の 
終了予告。 

化 こ 
10秒間 


においとりサイン 


においとり動作中をお知6せしまず。 

偏紙:点火:時：運転スイッチを「入 J 
にしてから点火約 
10秒後まで。 

消乂時：運転スイッチを「切」 
にしてか6約2分間。 


燃焼中 


給油表あ 


C 点巧）：油切れ予告。（給油タンクが空の状態） 
(豚 13 ぺージ） 

已秒間 

C 点滅）：消火が近い時または油切れ消乂時。油切れ 
消火時はデジタル表示部に 「U13」 を表示。 
(厮22ページ） 

CE^EE) 

…秒間 


換気表示 I ffl 除表示 1 温度/タイマ ー 1 

節ボタン 


室内の換気が必 
要なとさ、不完 
全燃焼防止装置 
が働くと rilO 
自動消乂します。 

C ヒ ヒツじじツ） 

20秒間 


液晶表示部に 
ruo4」 が表示 
され、燃焼•温風 
空気取入□フイ 
ルターの掃除が 
必要なことをお 
知らせし、 
(点滅）します。 


温度調節•タイ 
マー予約の時刻 
含わせ、時計の 
時刻合わせに。 
(献14、17、 
18ぺージ） 
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9 








点义ずる前の準備と巧認 

\フアン ヒーターを取0出ず 

•各部の包装部巧を全て取り除きまず。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 


次のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。 
•油受皿に少量の口油が残っている。 

♦給油フィルターがめれている。 

•温風吹出口より見える燃焼筒（炎をかこんでいる筒）が変色している。 


ス 水平を巧認ずる 

^參水平で丈就細に設置してください。 

•水平でないときは、水平な場所に移動ずる。 

j 電源プラグをコンセントに差し込む 

^ ♦コードホルダーを開を、電源コードをのばして差し込む< 
電源コードを束ねたままにしないでください。 


交流10 0 V 





•給油タンクは本体に取付けてください。給油タンクが本体に取付けられていないと、 「 U 12」 と表示し、 
運転ランプが点滅します。 


注な日！5せ 


•電源プラグをコンセントに差し込むと、デジタル表示に「1|1日」と表示し、運転ランプが点滅することが 
ありまずが、運転スイッチが「入」になっていたためで、異常ではちりません。 

運転スイッチを巧して、「切」にしてくださし、。 

デジタル表示がになり、運転ランプが消阿します。 


お部屋の保温をしましょう I 効果的に使巧しましょう 


カーテンを二重にして巧までにすれば、 

お部屋の熱を逃さず、暖かさが保てまず。 


温風の流れを巧げないで < ださい。 


ご使用前の準備 

ほ用燃料について 

燃料は必ずな油りに1号口油)を使用してください。 


么ち巧 (DANGER) 

ガソリン厳禁 

® ガソリン、混含油（農機具用）など揮発性の 
高い油は、絶紳こ使用しないでください。 

___ 乂災の原因になります。 


ガソリン厳禁 


打油とガソリンの見分けかた 


指先につけ息を吹きかける。 
(乂の気のない巧で'行ってください。） 

灯油は If ガソ IJ 女 iTh 

めれたまま ずぐ乾ぐ 


区別びつきにくいとをは、お買い上げ 
V の燃料店にお問い合わせください。 



A 注意に AUTI0N) 


変質灯油-不純好油は使わない 


0 


変質した持ち越し口油 
使用厳禁 


>異常燃焼や故障の原因になることがありまず。 

変賀灯ミを 

•古いな油（昨シーズンより持ち越した巧油） 
• 日光の当たる場所、高温の場所で長期間保管したな油。 
f 特に乳白をのポリ容器や容器のふたをあけ、 
、て長期間保管したものは変質します。 ノ 

極度に愛真したものは黄色な如かつ;？5^ 
酸っぱい臭いがします。 


•点乂しにくくなったり、白煙が出まず。 
♦消义時のにおいが強くなったり、点乂し 
てちずぐ消えたり、暖ま S ないよ5にな 
0ます。 

•燃焼が悪くなり、においがしたりして、 
_安全装置が作動しまず。_ 

す鈍む油 

♦打油しが^の油（てんぷ5油や機械油、重油、 
ガソリン、シンナ ー） などがほんのねずかで 
わ憑入したな油。 

•水やごみ、ドラム巧のさびなどが、混入したな油。 
•巧油水巧剤や助燃剤を添加したな油。 


万一変質な油や不純打油を使用したときの処置 

不良巧油を除き、給油タンク、油受皿の内部をきれいなな油で洗い、 
か6ご使用ください。 （26 ぺージ「クリーニング（か5焼き）」） 
それでも効栗のないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。 


クリーニング（か5焼き）をして 
(分解-点検が必要でず） 


灯油の廃棄赃分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。_ 

変質な油、不純な油が原因でサービスを依頼されたとをは、保証期間中でち 
保証の巧象がとなりまず。 


な油の保管のしかた 


义気、雨水、ごみ、高温及び直射日光を避けた場所に必ず保管ずる 

•口油は翌シーズンに持ち越さない。 参ポリ容器に雨水が / \ 

シーズン終了前に使いをってください。 かからないように。/ ' 

•打油は直射日光を避け、青や赤など着色され ポリ容器の好油にか1、^|一 

たポリ容器（灯油用）で保管してください。 が混入し、燃焼す良 

ポリ容器のふたは確実にしめてください。 の原因になりまず。 良しし兵 J 管 I 


、一< 
が/1 


悪い保管 











ご使用前の準備 

給油のしかた 

_必ず消乂してから行ってください。_ 

1 給油タンクを取 D 出し、 

逆をにし、口金をはずす 

ぐ-—八女み-内雨旨ミ由日日ま玩ま-ず—しかたつ 

の □金八ンドルをにぎり、霞 A 印と「開く J の▽印を合わせ、 
下へ強く押しっけながら 口金八ンドルを上に持ち上げる。 

左へ90度回す。 卡1\ A 印と r 開く」の 

/ / U . YS ▽印を合わせる 


♦槪焼中に給油タンクを取り出ずと、給油時消义装置 
び作動し 「 U 12」 を表示し消义しまず。 

•給油タンクを取り出ずときは、こぼれた油はふさ取る。 
• □金に砂やごみがついたり、入ったりしな 
いよラに注意ずる。（回乾が重くなります） 
•給油口、口金にさび、変形、回乾不良およ 
び破損がないか確認ずる。 

([1^24 ぺージ「給油タンクの点検」） 


をで。两 



2 給油する • 

1 


給油タンクを下図のようにして、 
油星計を見なび5、上限をこえな 
いよラに給油する。 



-給油口 



油が入ると 
黒く巧わる ノ 


給油タンクとつで< 


^給油タンク 


〇□をを締める 


( 八ン ドル付給油ロロ金の締めかた ） 

① A 印と「開く」の▽印 （D □金八ンドルをにぎり、下へ押し 
を合わせる。 つけなが目ちへ9日度、とまるま 

\ で回し、 A 印と「閉じる」の0印 

V を合ゎせる。 ノ 

を啼乂 認默— / TW 、 // 


が 


4 


お油タンクを本体に静かにもどず 

•給油タンクとってを前をち向に合わせ、本 
体に tz ジトする。左ち方向は巧まっていまず。 
• 巧油び袖受曲に入るまで約1分待って点乂する。 


口金の周囲に青色の線が出ているのを 
確認ずる。 



• AEP と「閉じる」の〇印が含っている 
ことを確認ずる。 

•こぼれた巧油はよくふを取る。 

• 口金を下にして、口油漏れがないか確認ずる。 
•青色の線が出ていない場をは、ちラー度締め 

直してください。 

6姑巧 a 

• 給油□周辺がを少黄色くなることが 
ありまずび、異常ではありません。 
♦口金び確実に締まっていないと、口をか 
5好油が漏れて乂災のおそれがあります。 


12 



ドルを持ってください。 

• 給油口が変形しまずと油漏れの原因となりまずので、ぶつけたりしないでください。 
•給油タンクを落とずと、油が漏れたり、ヶガをずることがありまずのでごま意ください。 
• こぼれた符油はふいてください。 

• 口金の周辺やくぼみにな油がこぼれたら、巧などでふき取ってください。- ア 

下に向けたとをこぼれまず。 ( 

• そのとき、スキマに指を善し込むとケガをしまずのでミ主意してください。スキ 7—1— 


給油タンクのミ由が少なくなると 

^と M 表示が点な。ブザーが己秒間鳴り、デジタル 
表示部に油切れ消乂までの運転時間のめやすを表示します。 

♦ 4 日と表示。残り燃焼時間は約4日分の意味でず 
•燃焼は中〜弱で燃焼しまず。運乾時間のめやすは中で燃焼 
が続いた場含を表示し、表示時間];^の運転が可能でず。 

(お部屋が暖まっている場をなど使用環境によっては、表 
示時間よ0大幅に燃焼時間が長くなりまず） 

表示はぉ40 巧、 め3〇9のように1日分きざみで切り替わっ 
ていきまず。の20^のときはブザーが已秒間鳴ります。 


3 


め10ぉ 

まず。 


に変わってか5油切れ消乂まではの1〇3の表示を続け 


その後ブザーが5秒間鳴り、^表示が点滅し、油切れ消火 
が近いことをお知らせします。プザーが已秒間鳴っている間は 
段油]表示は点滅、それ]がは点巧しまず。 


点巧を、点む 
な巧- 


4 巧油が 

國 

します 


巧油がなくなると自動消义しまず。ブザーび1日秒間鳴り、 

強油]表示が消巧。^表示が点滅。 「 U 13」 を表示し点滅 
しまず。 


1 

'^圆 

瓦 

点武1 乂_ _んし入 

M 1 
U 1 

\ ’個 

3 



残り燃焼時間表示について 


ビ—ビ I ) 


ビ—ビ I ) 
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ご使用前の準備 

時計の合わせかた 
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使いかた 

点义のしかた 

ま全のため運転開始後3時間で自動消火します。 


イスンヴイン 


肿迎 



試を温度/時卽患度/お 


つ口で 

ごし I 

芦れた。 — 


'が 編 

•• 令咬 


'切/入ノ y 


チパルド〕ック— 
(3 巧甲し） 


f 、 

点乂する 


II 


を押す 


運転スイッチは、安全のた 
め他のスイッチと違った 
ちのを使用していますので、 
かし強めに巧してください。 


運転継続 


•運転ランブ、バックライトとイオン 

•デジタル i 示に設定温度と 
室巧温度を表示しまず。 

•運乾スイッチを「入」にしてか5点 
火約1日秒後までにおいとりサイン 
とイオンサインが点滅し、 Win 

燃焼中は点灯になりまず。ご^ 

殺をぶ/時卽! mS / 巧 


約2分後、自動点火し、送風が始まります。 
運転中にバックライトを消したいとき 
向-こ ンク） を 3 秒間押す 


狐 5 


>バックライトが消：0。 

>運転スイッチを「切」にして再度「入」に 
するとバックライトはもとにもどりまず。 

再度 G 尼のを3秒間押してももとにもどります。 


燃焼確認窓から炎の状態を確認する 



燃焼確認、窓 



正常燃焼（青色の炎） 

• 次のような場ちは異常ではありません。 

黄色の炎が時々まじる。 

=>弱燃焼時に網の部分が赤く見える。 

異常燃焼（黄火燃焼） 

•次のよラな場含は異常です。 

大きな黄乂が出る（ずす発生の原因になります） 
音やにおいがずる。 

•運転を止めて、お買い上げの販売店へ連絡して 
ください。 


* 劇巧巧 

♦点火時、「パチパチ」と音がしたり、数回「力 
チッ」と音びして、お部屋の照明が一瞬変化す 
ることがありますが、異常ではありません。 
♦運転スイッチを「切」にした状態でも、 

約1 W の電力を消費していまず。 


♦超音艘加湿機を使巧している部屋ではフアンヒー 
ターを使わないで < ださし、。 

赤揭ちの炎になったり、水質によってはフアンヒ 
ーターが故障する原因になります。 
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使いかた 

ミ肖义のしかた 


消乂する 


を押す 


消乂 


参運乾ランプが消巧。 

•燃焼が停止し、一旦送風が止まり、再度送風して 
約3.已分後運転び停止しまず。 

•イオンサインとにおいとりサインがしば S く点滅 
しまず。 

^5^消乂直後に電源プラグをコンセントか!5 
K で" n 巧かないでください。においが出まず。 


/継続.\ 

\延なするノ 


部屋の換気をしてから 


を押す 



ち全のため運転開始後 3 時間で自動消义しまず。 
(消し忘れ消乂装置により、万一の事故を防ぐため） 厂；、、 
• 運乾ランプが消なしまず。 夕禄簡 

• 3時間延長ランプが点灯します。 


>運乾中はいつでも押したとをか5 
3時間運転を継続でをます。 

>2時間45分経過したとさ 
3時間延長ランプが点滅。 


m 


ピ ピッピピッ） 

^ ( 10 秒間） 


この時に@1を巧ずと、 

消乂せずに運乾を継続でをます。 

•自動消乂したとき^を押す r 公 

3時間延長ランプが消好。 iw 

巧したときか53時間運転しまず。夕 


チャイルド □ ックのしかた誘讀ミ踞？誠結复 A ミ占 I 


是な中でち運転していないとをでち、チヤイルド□ツクでをまず。 


^をピッという音が鳴るまで 
而て。約3秒間押す 


>デジタル表示部に—《と表示します。 


チ P イルド日ツク*〇 
(3 巧巧し） 


取り消ずときは再度をピーという音び鳴る 
まで約3秒間巧ず 


>デジタル表示部の—《という表示が消えます。 


fe 刷 Bia 

デジタル表示部に—♦を表示しているときはずべての操作ができません。 
•ただし、運乾中は運転スイッチを「切」にできます。 

参チャイルドロックを取り消さないと、運範スイッチは入りません。 
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使いかた 

室温調節のしかた 

12でから30たの範囲で室ミ届調節できます。 


時聽だ 

(が列 f し） 


縱窓度 / K き内温祝つ I 離/タイマ-冀節 


如 

占〇1：£1たっ 


f 縫奮^ 

I 切/入/ク 


fmni ] を巧す 

切/入ノ （運転中は押さなくてよし、） 
♦運転ランプが点灯。 


2e 


または （+) を押ず 


• 12で未満、3日でを超えては設定できま 
せん。（ブザーでお知5せしまず） 

♦押し続けると連続して温度が変わりまず。 

^_—度セツトすれば記憶されます。_ 

6制 laa 

•電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した« 
ときでも設定温度は記憶されています。再度セツ 
卜する必要はあ0ません。 « 

•室温の表示は、室巧平均温度のめやすでず。 

設置条件等により必ずしも寒暖計の温度とは一致 
しません。 

•室温が0で1^下でも「0む」が表示されます。 


--一^^^^ \ 室温調節 

温度を下げるとき 

( z ) を巧すごとに1でずつ下がります。 
(例） 

120 で I > 11 ^ >「 18 で卜‘•巾 2 う 

温度を上げるとき 

©を押すごとに1でずつ上がります。 
(例） 

120 で 1 >「 21 で 1 >[ 22 で卜叫 30 し 1 


►隔圆表示が点なしているとき、燃焼は「中」切 
下になります。 

►暖かい曰（が□や春先など）狭い部屋でご使用に 
なる場合、室遍が設定温度より上昇ずることがあ 
ります。（暖房負荷がルさいために、弱燃焼でも 
暖めすざになります）このよラなとさはひかえめ 
ボタンを巧してください。 


使いかた 

eco 運拓のしかた 

暖めずぎを防止して、節約暖房したいとをにご使用ください。 


fmni ) を巧す 

\5 )/Ay (運乾中は巧さなくてよい） 
•運捉ランプが点好。 


2 



I を巧す 


• eco ランプが点巧し、 eco 運較を開始 
しまず。 

•運乾スイッチを「切」にしても、一度セツ 
卜すれば記憶されまず。 

•取0消ず時は再度ボタンを巧して<ださい q 


• eco 運乾中は室温が設定温度より低めに（最大 
2む）表示することびあります。 

•タイマー予約にすると eco ランプは消巧します 
が、 eco 運転は取り消されません。 

•電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した 
ときは eco 運転の設定は取り消されまず。 

•設定温度より3で上がると消火し、設定温度より 
1で下びると点火します。 
eco ボタンを押ずと、時間に関係なく上記条件 
になると eco 運 15 になります。 
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使いかた 

タイ7—モ約のしかた 

あ5かじめお部屋を暖めておきたいときにご使用ください。 


ion 

イむサイン 


設ミ温度/時ま巧温度/が、 I 涅度/タイマ-調節 




5.00.1 


細 


/タイマー\ 
予約時刻の 
ぶわせかた ノ 


2 


3 


4 


お在の時刻を確認する 

• 現在の時刻を合わせていないときはタイ 
マー予約できません。 

^を巧す 

V ®/入/ (運転中は押さなくてよい） 

参運転ランプ、バックライトとイオンサインび点な。 
•運乾スイッチが「入」になつていないと 
タイマー予約でをません。 

を巧す 

•タイマーランプ点巧。 

参デジタル表示の「時_!「分」が点滅。 

参タイマー表示が点滅 。 f _、 p ハわみ*!_ 

©または®を巧し、 

時聞を設をする 

•©を押すごとに進み、©を巧すともどります。 
• 1回巧すごとに1日分ずつ変わります。 
•巧し続けると表示が連続して変わります。 
•約己秒後運転ランプが消なし、燃焼中の 
場合は自動消火します。 


お目ざゆの時には暖か<なるよラに、設定 
した時刻より早く（己〜1己分前）運転を開 
始します。 

室温び16で未満のときはその曰のお部屋の 
温度によって点乂する時刻が変わります。 
室温が16でな上のとをは設定した時刻に運 
転を開始します。 


「時」「が」び点滅している間に合わせて 
ください。 

(例）午前目時30分に予約したいとさ 
デジタル表示の表示を 


r DikJ si 


にをわせる 


約已秒を自動的にタイマー予約になり 
消乂しまず。 

タイマー予約時刻の設定だけしたい場をは、 
再度 (0) を巧してタイマー予約を取り消し 
て < ださい。 


お願い (NOTICE 


•停電したとをや電源プラグを抜いたとさは 
(再通電後運おランプ点滅） 

デジタル表示に 「 U 10」が表示されまず。 

運乾スイッチを「切」にし、手順「1」か S やり 
なおしてください。 


•地震や強い衝擊があつたとき 
給油タンクを巧いたとき（運旣ランプ点滅） 
デジタル表示に 「 U 1吕」が表示されまず。 

運乾スイッチを入れなおし、タイマーボタンを巧 
してくださし、 
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(タイマー予約、 

\のしかたノ 


ま全のため約1時間 
で自動消乂します。 


1 © ! 想!； 


(運範中は押さなくてよい） 
•運転ランプとバックライトび点丹。 


2® 


を巧す 


約已抄後「ビピッ」と音が鳴り、 


運乾ランプが消なします。 

燃焼中の場合は、自動消义します。 

•タイマーランプ点巧。 

•タイマー予約時刻を表示。 （1 日秒間） 

•約10砂をに時計表示になり、タイマー表示 
とバックライトが消なします。 

• 室温が低いほどあつたかタイマー機能によ 
つて設定時刻よ0も早<運転を開始しまず。 
•ピーピーと10秒間鳴り、タイマーランプ 
点滅。 

•運転ランプとバックライトが消な。 

• タイマーランプは点滅のまま。 


燃巧中に|^^ 


を巧す 


• タイマーボタンを巧して、タイマー運転を 
取り消してください。 

• タイマーランプが消巧します。 


タイマー運まち中 

設定時刻になると自動的に点义 

令 

消乂する10分前 

令 

約1時間燃焼し、自動消乂 


自動消火させずに続けて暖房 
したいとをは 


ィ タイマー 
予約の取り 
V 消しかた , 


倒 


を再度巧す 


•タイマーランプ消巧。 
♦運転ランプ点'な。 

約2分後自動点火します。 


お初はな 

•毎日 同じ時刻にお部屋を暖めておきたいとき 
運転スイッチを「入」にし、タイマーボタンを巧 
ずだけで予約できまず。 

•タイマー予約をにタイマー予約時刻を変更したい 
ときは運乾スイッチを入れなおし、18ページの 
手順「3」か6やりなおしてください。 


• タイマーず約時刻について 

電源プラグを抜いたり、停電した場をは現在の時 
刻を設定しなおしてください。タイマー予約時刻 
は一度セットすれば記憶されますので、予約しな 
おす必要はありません。 


使いかた 
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使いかた 

スピード点义のしかた 

早く点义したいときにご使用ください。 



あ6かじめ 



を押してお< 


参スピード点乂ランプ点！0。 

•再度押ずとスピード点乂は取り消されまず。 
•スピード点乂ボタンを巧してか目10分経過 
しないとスピード点乂機能は働きません。 


2 戀 


を押す 


•運転ランプ、バックライトとイオンサイン 
び点な。 

i 約10秒後 


•お出かけ前にあらかじめ（運転スイッチを 
「入」にする10分！; Lh 前)、スピード点乂 
をセットしておけば、が出か!5帰ったと 
をずぐに点火できまず。スピード点乂は 
約1日秒で点乂でをまず。（通常点火は約 
2分） 

•点乂時間を早ゆるため、運転スイッチび 
「切」でちノ くーナーを予熱するしくみにな 
っていまず。 

そのため平均10日 W の電力を必要としま 
す。 

節電のためスピード点火を必要としない 
ときは、取り消してください。 


自動点义し、遍風がでまず。 


1?刷 ME ! 

■スピード点火ボタンを巧してか524時間切巧に点 
乂操作しないと、スピード点火は自動的に取り消 
されまず。 

■下記のことはバーナーを予熱しているたゆで、異 
常ではありません。 

•時々、「カチッ」と音がして、お部屋の照明が一 
瞬変化ずることがあ0まず。 

♦本体が約己〇むぐ5いになりますが、異常ではあ 
0ません。 

•においがすることがあ0ます。 


■電気のむだを防ぐため、次の場含は予熱しないよ 
ラになっています。 

をイマー予約中） 

♦スピード点义ランプは消なしますが、スピード 
点乂のセツトは巧り消されません。 

•タイマー予約を取り消しても、スピード点乂ラ 
ンプは点巧しますが、予熱していないためすぐ 
にはスピード点火はしません。 

♦スピード点乂ランプが点'打していまずが、予熱 
していません。 
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タイマー予約しているとを 


て!結?、予約〔たのに 1 吟•鑑識微験紙強し、■►麻スィッチを入れなぉ叫 

•城上の項目にしたびつて、処面しても異常がなお6ないお合は、お良し、上げの販壳店までご連絡くだをし、 


KRS かな？ 


修理-サービスを依頼されるまえに巧の表に従ってちラー度お確かめください。 


• 運乾ランフが点阿しない。 
•点火しない。 



原因（安全装置） 


点乂や消乂のと去 


•3 時間延長ランフが点灯していません 
か？（消しちれ消乂装置が作動） 

• 電源プラグが巧けていませんか？ 
♦給油タンクが入っていない 
♦チャイルド □ ックしていませんか？ 

♦油がこぼれたままになっていませんか？ 
• を質な油や不辅灯油を使用していませんか？ 

•給油タンク受、油受皿に水がたまっ 
ていませんか？ 

•運乾中や消火直をに電源プラグをコ 
ンセントか5おきませんでしたか？ 


処置ちま 


AI 是枯乂イジナを人むなおす。まに 

"I は3時間 jj 長 ボ タンを押す。 1 

坦源フラタをコンセント 
に差し込む。 _ J 

♦ I チャイルドロックを取 り消す 。 J 

♦ ( 乾いた布亡亮"全にふき南寒。] 

I^f ¥しい！ kl 油と入れかをる oj 

3 、*> ■! ■---—、—V 

:畑タンクち:、巧を皿のがを 
Ko 巧、28ペ ージ ) j 

重霞中に電磊ブラグを巧 


•初めて使用ずるとをや、 
シーズンはじめに使用する 
とさ煙やにおいが出る。 ] ， 

参点乂時、消火時に「カチャ」]若 
と音がずる。 _]~ 

♦ r パチパチ」、 r 示ッ J 音びずる W 

•「ピチピチ」音がずる。 V 

参スピード点火をセットしたの 一^ 
にスピード点乂しない。 > 


•耐熱塗料やほこりがおけるためでず。* 

• ノズルを開閉ずる弁の音でず。 4 

• 点乂放電や点乂時の着乂の音です 。^ 
•点火時、消乂時に金属び伸び痛みする音でず。み 


セントか6巧かない。 


異常ではおりません。 


•スピード扁义セツト中に停電や地震、 
強い街擊ぴおりませんでしたか？ 
•点乂ずる10分が上前にスピード点乂 
をセツトしてありましたか？ 


燃焼しているとさ 


一^面スイツチを r 切」にして、1 
巧 ！スピード点火をセットしなおず。 J 

/■ W. I — ♦ A i % I I ^^♦垂 w • i \ 

A 好ツ巧 "々 lU 方な J ： 刖忙乂じ一 
ドな义を セッ トしておく。 .一 J 


「•ミ熙^ずる。 1ム 

J •ランプが正しく働かない。」> 

• 点乂しても燃焼が弱 <、部屋 
び暖まらない。 W 

•炎の状態び悪<、 ， 

黄火燃焼やにおいび出る。 

[ •燃お部の一部が赤<なる。 

【•「コトコト」音がずる。 ) み 



• 巧源に異常な雑音が入った。 
♦タールが付着していまず。 

•燃焼-温風空気取入ロフィルターが 
ほこりでつまっている。 

•換気不足のためでず。 

•炎に熱せ5れるためでず。 

• 電磁ポンプが動いている音でず。 

• 燃焼中ゃ消乂をに油受皿に好油び 
流れる音でず。 

• 燃焼里が変化した時に金属が伸び 
縮みずる音でず。 

• 気化した好油び吹を出ず音でず。 

•油切れになっていませんか？ 

•室温センサーび直射曰光にあたってい 
ませんか？ 

•本体に逆風びあたつていませんか？ 


占厂電源フラブをコンちント 
から抜を岳度入れる 。 J 
クリーニングずる三 
( Q ^ g 目ぺージ) __ 

山燃規^意嵐を気取又口’ 
マ L フィルターを掃除ずる。， 

4 i 換気ずる。 I 


*4 異常ではお0ません。 

今 

4 i _ . 

♦ [ 給涵ずる。№13ぺージ)] 
光のあたを乐內場1 


^直巧 lU 巧の巧にりない巧 
* y [ 巧に移動ずる。 _ j 

4i 本巧に逆風びあた目ないよラにする。 I 


お手入れ•保管•その他 





異常のお知 5 せと処置のしかた 

デジタル表示に自己診断表示が出たら… 

まを装置び作動ずると、運転ランプび点滅し、自動消火しまず。また、デジタル表示に故障•異常の原因 
(自己診断表示記哥がアルフアベットと数きで点滅表示しまず。 


デジタ j レ表示 
馆己を断おお） 


原因（安全装置） 


処置方法 






U 04 

I 關表示点滅 


•燃焼-温風空気取入ロフィルターがつまって主燃焼-遍風空気取入口 
いませんか？（過熱防止窝置が作動） ^フィルターを掃除ずる。 


•温風吹出口がふさがっていませんか？ 
(過觀防止装置が作動） 


障害物を取りのぞく。 


U 10 


♦停電があった。（停電ま全装置が作動） 

♦電源プラグをコンセントに差し込むとき、運転運転スイツチを入れなおす。 
スイツチが「入」になつていませんでしたか？ 


U 12 


け金い地震 <震度曰（強)似上ぃ衝擊を受けて 
いませんか？ 

闲震自動消乂装置が作動） 


地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、油 
のあふれなど異常びないか確認 
し、運転スイッチを入れなおず。 


♦給油タンクを本化から取りがしている。 > 給油タンクを本体に取りつける。 


け了油がなくなっていまはんか？ 


U ^つ マ — \ しレ|か Liru/j' r 

•国表 示点滅 *1 •賢!競:?むが C ' みがたまって 


給油ずる。 （[^12 ぺージ） 

給油タンク受のお手入れをず 
る。№2日ぺージ） 



•変賛賺す誦を阻て I ほせんか？*做論激薦ここ舅 


♦タールが付着しています。 


4クリーこングする。ぺージ } 


U 18 

• 20 秒間音でお巧 
5 せします。 

♦ 原原! 表示点滅。 


>室的の換気が不足していませんか？ 
(不完全燃焼防止装暦び作動） 


♦燃焼部にシリコーン酸化物やタールが巧着し 
ていまず。 


必ず1時間に！〜2回は換気 
する。 

本が内部の点巧び必要でず。お民い 
上げの販売店へご連巧ください。 
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デジタル表示 
(自己診断表示） 


原因（巧を装置） 


処置方法 


り 31 4 •油受皿に水がたまっていませんか？ 


H 33 4 


•点、乂ミスまたは、燃焼に異常が発生していま 
せんでしたか？（点义を全装置が作動） 


ai 油受皿の水を巧さ取る。 
，膀28ぺージ） 

AI 本が巧部の点巧が必要です。お貿い 
~上げの販売店へご連絡ください。 

V 一 . _‘ _ • 


H 36 


•燃焼，温風空気取入ロフィルターがつまって心 I 燃焼 • 温風空気取入ロフィルター 

いまが A , か9 r ス巧を燃が抗 I 卜装置が化重わ）^ホ搞がする.れちぺージ） 


いませんか？坏完全燃焼防止装置が作動） ] マ 悼掃除する。巧ぺージ ） J 

•燃焼部にシ IJ コーン酸化物が付着しています。 I ホけホ却の占松ゎ sr ノ巧7^ォ 

揮発性シリコ-ン配含の枝毛用コ-卜液•體 A まを門甲 S ' 烹饒觀ミ記 

品.つゃ出し剤などを使用してし、ませんか？*頭^けの販兀店へし連絡 
参電磁ポンプにごみがつまっている。 


H 83 4 •燃焼部にタールが付着しています。 


本が內部の点おが必要でず。 
お買い上げの販売店へ 
ご連絡ください。 


その他、上記むがの I r 

表示交は全く表示 if 参電源プラグを抜いて、再び差し込み、運乾スイッチを入れなおず。 

しない場音 _ J i ____ 

f S r ' V /- 

HHH 点滅■►•で琴全燃焼防止装置が連続して4〜6回作動 if 運転スィッチを入れなぉす。 

>- J V ノ V .. 

II I 本体内部の点検が必要です。 

HHH 点打 •不完全燃焼防止装置が連続して7回作動した。■►お質い上げの販売店へ 

ご連絡ください。 


上記の処置をしても、繰り返し表示するとさや運転しないとをは、表示内容を 
確認して、運転スイッチを「切」にし、電源プラグをコンセントから抜いて、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


お手入れ•保管•その他 
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曰常の点検とお手入れのしかた 




周回の可燃物の確認 

•本体の周囲に、燃えやずいちのがないか 
常に確認してください。 
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•本体が冷えた後、電源プラグを抜いてか5行ってください。 
♦電気部品やち全装置は絶対に分辭*調節しないでください。 


、円"！后！燃焼•通風空気取入口 
7ィルタ-の掃除 


ほこりは掃除機で吸い取る。 

燃焼-温風空気取入ロフィルター 




掃除機 

• 取れにくいほこりは歯ブラシなどで落と 
しなび5、掃除機で吸い取る。 


•灯油や灯油でめれたほこりは、絶巧に掃 
除機で吸わせないで < ださい。 

室温 t ンヴーを曲げないよラにま意して 
<ださい。 

•運転中は掃除機で燃焼-混風空気取入 □ 
フイルターの掃除をしないでください。 
異常燃焼を起こしまず。 


1シーズン給油タンク受の掃除 

I し •な油に水やごみが混入 

ク^つ151 ずることがまず® 

d OlHI で、下記に従って掃除 

をして < ださい。 

1 給油タンクまを取0出す 

給油タンク受 

上ぶた牛 


油受迎 


い— 一一 

2 給油タンク受のごみや水 
を取る 


• 給油タンク受を逆さにし、新聞紙など 
の上に置いて取る。 

3 給油タンクまををとどお D 
にセツトずる 


1力月に 本体-温風吹出□の掃除 

1 •ほこりは掃除機で吸い取る。 

•油やミちれは、家庭巧台巧洗剤を薄めたものを付けた巧でふき、かわいたやわら 
かい巧でふを取る。 

•温風吹出口は、ほこ0や白い粉がつさ変色ずることがありまずので、家庭巧台 
所洗剤を薄めたものを付けた巧でみき、かわいたやわらかい布でふき取る。 


♦本体をベンジン-シンナーなどでふかないでください。 
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曰常の点巧とお手入れのしかた 


巧れたり、 

灯油が通り 
に<<なった 

'とき - 

給油フィルターの交換 

• ミちれたり、灯油が通りにくくなつた境合は 
交換してください。 


給油タンクま巧取り出し、 
給油フィルターをち印の方 
巧に巧して給油フイルター 
をはずす 

給油タンク受 



古い 

給油フィルター 




2 


給油タンク夏の内側にある 
巧励こ、新しい給 ミ由 フィル 
ターの巧を差し込む 


給油タンク受 



新しい 

給油フィルター 


お願い ( NOTICE ) 


給油 フィ ルターは必ず取り巧けてください。 
取り付けないで使用ずると、器具の故障の 
原因になりまず。 


1シーズンに 
1回社 

クリーニング（か目焼き） 

なミ由を気化させる部品にたまった夕ールを、 

から焼きすることにより取り除きます。 

次のよラなときはクリーニングをしてくださ 
し、。（クリーニングは約2時間かかりまず） 
•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき 
•点火しない、教び小さい、黄义燃煤になる、 
•においが強い 

•シーズンの終わりでおしまいになるとき 
(またはシーズンの始め） 

油受皿のな油を完全にあき取5ないと 
空巧きにならずクリーニングできません。 

①フアンヒーターを室夕 M こ出す 

•クリーニング中はにおいや煙が出ます。 

d 練 S 油タンクと給油タンク受を取り出ず 


上ぶた 


暖皿！ uJ 
ふ) 給油 


タンク受 




③油受皿及び給油タンクの打油を給油 
ポンプで抜き、抜きされないときは、 
な油を付属のスポイトで巧く 



④給迪タンク受、給油タンクを元通りに 
セツトずる 

•上ぶたを閉める。 

も: の①〜④が終わった5、 

次ページの €1 へ進んでください。 
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手順 


①電源プラグをコンセントに差し込む 
⑨運輯スイッチび「切」になっているか確認ずる 

•デジタル表示に 「 U 1 日」表示しているときは、運転スイッチを「切」にしてくださし、。 

参運転スイッチが「切」でないと、次の操作ができません。 

③ クリーニングポタンを約3秒間ピッと音びずるまで押しつづける 

•デジタル表示にに3が表示されまず。 

④ 運乾スイッチを「入」にずる 

•運転ランプが点打して、デジタル表示の表示が臣国になり、クリーニングを開始します。 

⑥ に互]表示が点滅するまで放置する（約2時間かかりまず） 

•デジタル表示がに国一に可一に互…と変わり、に国表示が点滅すると、クリー ニン グは終了でず。 
♦油受皿のな油をおかないとデジタル表示が途中で止まります。 

⑥運捉スイッチを「切」にずる 


クリーニングび終わった5 



お願い ( NOTICE ) 


•誤って不良'打油を使用したたゆに、クリーニ 
ングするとき1回で完全に回復しない場合は、 
2〜3回行ってください。 

•クリーニングを途中で止めると効果がありま 
せん。- にご卜 表示になるまで行ってください。 


承知らせ 


参クリーニング中に移動したりずると表示が点滅が態に 
なり、運転を停止します。運乾スイッチを「切」にし、 
再度手順③か5やり直してください。 

•クリーニング中は電磁ポンプの空巧ち音（ポコポコ） 
がし、送風になりますが、異常ではありません。 

•クリーニング中 r カチッ」 r カチッ」と音がして、照明が 
一瞬変化ずることがありまずが、異常ではありません。 
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曰常の点巧とお手入れのしかた 


冷ジタル表況- 

「 H 31 〜 H 33 J を 
\表示したとき/ 

油受皿に水がたまって 
いる場合がありまず 


■油受皿の水の確認のしかた 

明るい場所で、給油タンク受を取り、油受皿の中を見ると灯油と水 
が分離して二重に見えます。このようなときは、油受皿に水びたま 
つていますので、下記の手順にしたがって、油受皿の水抜ををして 
くださし、。 


市販の給油ポンプと付属の 
スポイトでな油を巧を取る 

• 抜いた口油の処分は、灯油をお買 
し、 ホめになった販売店にご相談く 
ださい。 

給油タンク夏をセットし、 
給油タンクに巧しいな油を 
給油ずる 


給油タンクを本体にセット 
し、約1巧待って運転スイ 
ッチを r 入 J にし、再点义 
ずる 

• このとき白煙び出ることがありまず。 


1回で点义しなかった場を、 
再び点义操作ずる 


定期点検について 


2 

3 





おずずめ 

い2シ-スンに J 

IL 綱 ^ 


長期間ご使用になりますと機器の点検が必票になりまず。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げの販売店または修理資格者【財団法人曰本石油 
燃焼機器保守協会 （TEL 日 3-3499-2928) で巧う技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など】 
のいる販売店などにご相談され、点検依頼されることをおすずめします。 
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部品交換について 


iyss ! 旅 

■ mP 

W 巧;巧/が 


種 S み 帶ミ新お歷臓 T 暖剧悼貂繫お鄭 ti 臀鑛 

交換部品は石油フアンヒーターをお買い上げの販売店でお求めください。必ず、純正部 
品をお使いください。 

不完全な修理は盾険です。お買い上げの販売店または財団法人日本石油燃焼機器保守協 
会で行う技術管理講習会修了ち（石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受けください。 


消耗-劣化しやすい部品 

• 使用期間により交換が必要な部品 

電極 ユニット 
ホエンバン U 
燃焼筒 

給油 フイルター 
電磁ポンプ フィルター 
アース リング 


•変質む油、不純な油の使用により莫化しやずい部品 
給油 フイルター 
電磁ポンプ 
気化器 
温風吹出口 

電磁ポンプフィルター 
ソレノイド 


別凡 □□ 

給油 フイルター 
給油□口金 
給油タンク（口金付) 


巧管のしかた 




1 給油タンクを取り出し、な油を巧き取る 

•水、ごみを残さない。（さび、穴あさの原因に) 


2 給油タンク受の掃餘をする 

♦ 2 己ページの手順「1」と「2」のみ行う。 


3 消乂ずるまで燃やし切り、油受皿内の打油を付属 
のスポイトで抜き取る 

•水、ごみを残さない。（さび、穴あさの原因に) 
♦急ぐ場合は市販の給油ポンプで油を抜く。 


4 ク U— ニング（か5焼き）ずる 
(陳26ページ） 

参バーナーの寿命を延ばし、長くご使用 
いただ < ためでず。 


本体、燃焼•ミ豆風空気取入ロフィルター、 
%J 温風吹出□を掃除する 

(厭2已ぺージ） 


6 電源コードを束ね、付属のスボイトとと 
もにコードホルダー差し込み巧に差し込む 

(0^ フぺージ） 


7 乾燥した場所に保管する 

•傾けたり、横倒しにしなし、。 


•巧油の廃棄……巧油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 
♦本巧の廃棄……本なの廃棄処分は、給油タンク、油受皿のな油をおいてください。 










型式の呼び 


AKF - X 己3己 N 


種 類 

気化式-強制通気お-強制対流形 

点义方式 

高圧放電自動点火 

使用燃料 

巧油 （ J に K 22301号灯油） 

暖房出力 

最大 

職 5.32 kW 

最小 

「弱」 日 .94 kW 

燃料消費星 

最大 

「強」 5.32 kW (0.517 L / h ) 

最ル 

「弱」0.94 kW (0.091 L / h ) 

油タンク容星 

7.0 L 

燃焼継続時間 

「強」 

13 .已時間 

「弱」 

76.8 時間 

電源電圧及び周波数 

AC 100 V 50/60 Hz 

標準適室 
(暖房のめやず） 

木造已〜 23.0 m 2 (3 〜14畳） 

コンクリート日〜31万 m 2 (3 〜19畳） 

定格消費電力 

最大消費電力（点乂時）610/61 0 W 

燃焼時消費電力 29/29 W 
待機時消費電力 T .0 W /1.0 W 

騒音"" 

恼 J 

41 dB 

「弱」 

24服 

ま全装置 

巧震自動消乂装置-不完全燃焼防止装置-点乂を全装置-停電 
を全装置 • 過熱防止装置-消し忘れ消火装置-給油時消火装置 

が形寸法 

高さ42曰 mm X 幅 477 mm X 奧巧297 mm 
(置台を含む） 

質 备 

11 .2 kg 

付属品 



《騒音の数個ま J に測定法 （ S 303 1) に薑づく測定値でず。 
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保証と アフターサービス 


• 性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


お居される場を 

♦転居のときなど車で運搬する場合は、給油タンクを抜き、油受皿の灯油を抜を、横倒しや斜めにしないで 
運搬してください。振動や傾いたときに口油げをれます。また故障の原因にちなります。 


石油フアンヒーターの捕修用性能部品の保有期間は製造打切り後、6年でず。 


保話書について 

添付しております保証書は販売店でお渡ししまずから、所定事頂の記入および記載内容をご確認のうえ保管して 
<ださい。 



♦保証書の記載内容によりお買い上げの販売店が修理いたします。その他の詳細は保証書をご K ください。 

•保証期間び過ざてか b の修理については、お買い上げの販売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの蒂望により有料修理いたします。 

この取扱説明害と本体に表示されている禁止事項-注意事項およびお常使用に 
反して使巧をれた場をの故盾-巧故は補償いたしません 


補修部品の保有期間について 






































